
98 Sony Music FoundationSony Music Foundation

〈 第10回 〉2012年

第1位［大賀賞］  オリヴィエ・スタンキエーヴィチ（フランス/スウェーデン）
第2位、奨励賞、軽井沢町長賞［聴衆賞］  金子亜未（日本）
第3位  近藤那々子（日本）

入   賞  チョン・イェチャン（韓国）、ミハイル・ジュラヴリョフ（ロシア）

〈 第9回 〉2009年
第1位  イヴァン・ポディオモフ（ロシア）、ヴィオラ・ヴィルムゼン（ドイツ）

第2位  フィリップ・トーンドゥル（フランス）

第3位  該当者なし

入   賞  近藤那々子（日本）［奨励賞］、アレクサンドル・メージュ（フランス）、髙島美紀（日本）

〈 第8回 〉2006年
第1位  ルーカス・マシアス・ナバロ（スペイン）

第2位  ノラ・シスモンディ（フランス）

第3位  ミハイル・ジュラヴリョフ（ロシア）

入   賞  ヴィクトール・アヴィヤ（フランス）、チョー・ウン・ヨン（韓国）、チン・リン（中国）

〈 第7回 〉2003年
第1位  ヴィレム・ヴェヴェルカ（チェコ共和国）

第2位  マルティン・フルティガー（スイス）

第3位  ドメニコ・オルランド（イタリア）

入   賞  セバスティアン・ヒメノ・バルボア（スペイン）、パヴェル・ソコロフ（ロシア）、

 ニコラ・パトルッシ（イタリア）

〈 第6回 〉2000年
第1位 アレクサンドル・ガテ（フランス） 
第2位 該当者なし

第3位 セバスチャン・ジオ（フランス）、パヴェル・ソコロフ（ロシア）

入   賞  セバスチャン・ジーブレー（フランス）、加瀬孝宏（日本）、ジルダ・プラード（フランス）

「国際オーボエコンクール」は、オーボエの真価を広めると共に、優れた
人材の発見、育成に努め、日本及び世界への活躍の場を広げ、国際
的な視野をもって音楽文化の発展に寄与しようとするもので、1985年
より3年毎に開催しています。
当コンクールの入賞者からは、シカゴ交響楽団、ベルリン・ドイツ・
オペラ管弦楽団、読売日本交響楽団、パリ管弦楽団、フランス国立

管弦楽団、ロイヤル・コンセルトヘボウ管弦楽団、リヨン国立管弦楽団、ボローニャ歌劇場管弦楽団、ライプツィヒ・
ゲヴァントハウス管弦楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、サイトウ・キネン・オーケストラ、トゥールーズ・キャピトル
管弦楽団、札幌交響楽団、フランクフルト歌劇場管弦楽団、水戸室内管弦楽団の首席奏者やソロ・オーボエ奏者など、
世界で活躍する優秀な人材を輩出しており、国際コンクールとしての地歩を確固たるものとしています。
第1回～第7回は東京にて、2006年の第8回より日本有数の自然に囲まれた長野県の軽井沢大賀ホールにて開催
しています。国際音楽コンクール世界連盟会員。第11回は2015年秋に開催予定。

当財団は2002年に「齋藤秀雄メモリアル基金賞」を創設しました。当賞はチェリスト、指揮者、教育者として高名な故
齋藤秀雄氏に因むもので、齋藤秀雄氏未亡人・秀子氏の逝去により当財団へ遺贈された財産により運営されています。
音楽芸術文化の発展に貢献し、将来一層の活躍が期待される若手チェリスト、指揮者を毎年度選考委員会で選出の
上、授与しています。

当財団は設立時からさまざまなセミナーやマスタークラスなどを行って
きました。
2012年には「国際オーボエコンクール・軽井沢」の審査委員を長年
つとめるフランスの巨匠モーリス・ブルグによる公開マスタークラスを
東京文化発信プロジェクトMusic Weeks in TOKYO 2011東京
音楽アカデミーとの共催で開催しました。受講生を的確に指導する
ブルグのマスタークラスは海外でも高い評価を得ているとても貴重な
もので、のべ100名の聴講生も聴き入っていました。

〈 選考委員会 〉 永久選考委員：小澤征爾（指揮者）/堤 剛（チェリスト）　　
 任期制選考委員：3名（任期3年）
〈 賞 〉 楯 / 賞金：当該年毎に1名につき500万円（総額1,000万円）

〈これまでの企画 〉
・イーヴォ・ポゴレリッチ「ピアノ・マスタークラス」（2007年1月）
・イーストマン音楽学校クリストファー・D・アザラ「楽譜を超えた音楽教養 即興的表現を
始めるための指導 言語発達と即興表現との深い関係を学ぶ」 （2006年2月）
・ベルギー王立歌劇場（モネ劇場） 教育プログラム担当リンダ・ロヴロヴィチ 
「ヨーロッパのオペラ劇場教育プログラムの現場に学ぶ 劇場と学校との共同作業」 
（2005年10月）
・イーストマン音楽学校 アンドリュー・グリーン「芸術と経済の相互関係について」 
（2002年8月）
・イーストマン音楽学校 スーザン・ロバートソン 「アート・マネージメント」 （2001年8月）
・イーストマン音楽学校 ダグラス・デムスター 「アート・マネージメント」 
（1999年7月 / 2000年8月）
・ウタ・クッター 「ドイツ歌曲公開レッスン」 （1993年6月）
・ヴォルフラム・リーガー 「ドイツ歌曲特別マスタークラス」 （1992年11月）
・ベルント・ヴァイクル 「ドイツ歌曲特別マスタークラス」（1992年10月）
・ニキタ・マガロフ 「ピアノ特別マスタークラス」 （1992年8 - 9月）
・ヤーノシュ・シュタルケル 「チェロ公開レッスン」 （1991年5月 / 1993年5月）
・ヘルマン・プライ 「ドイツ歌曲特別マスタークラス」 （1990年11月）
・ノルベルト・バラッチ 「合唱及び合唱指導者講習会」 （1988年10 - 11月）
・ドロシー・ディレイ 「ヴァイオリン指導者のための公開レッスン」 （1987年6月 / 1990年6月）
・ハンス・ホッター 「ドイツ歌曲特別マスタークラス」 
（1988年3月 / 1989年7-8月 / 1991年7-8月）
・アイザック・スターン 「小・中学生のためのヴァイオリン公開レッスン」  （1985年6月）

国際的コンクール等の開催及び協力 芸術家の顕彰

音楽、オペラ、舞踊等に関する講習会等の開催

国際オーボエコンクール・軽井沢 齋藤秀雄メモリアル基金賞

セミナー等の開催

3年に1度、オーボエ単独として世界でも大変珍しい国際オーボエコンクール 将来活躍が期待される若手チェリスト、指揮者へ贈られる顕彰事業
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〈 第5回 〉 1997年
第1位 該当者なし

第2位 イォンヒー・クワック（韓国） 
第3位 アンヌ・レニエ（フランス）、エリック・スペレール（フランス）

入　賞 セバスティアン・ヒルデン（ドイツ）、マリアンヌ・ルジャンドル（フランス）

〈 第4回 〉1994年
第1位 ジョヴァンニ・デアンジェリ（イタリア）、パオロ・グラツィア（イタリア）

第2位  該当者なし

第3位 マティアス・ベッカー（ドイツ）

入   賞 エレーヌ・ドゥヴィルヌーヴ（フランス）、イサーク・ドゥアルテ（ブラジル）、 
 フィリップ・ジョルジ（フランス）、イレーネ・ミュラー （ドイツ）、イーゴリ・ストロシェンコ（ロシア）
〈 第3回 〉1991年
第1位   ジェローム・ギシャール（フランス） 
第2位   ブリギッテ・ホーリッツ（ドイツ）
第3位  高井美香（日本）

入   賞   ロラン・ジニュー（スイス）、渡辺尚洋（日本）、セバスチャン・マルキ（カナダ）

〈 第2回 〉1988年
第1位   該当者なし
第2位   アレックス・クライン（ブラジル）、ジャック・ティス（フランス）
第3位   ピーター・クーパー（アメリカ）
第4位   アンティエ・フォン・モック（ドイツ）
入   賞   井上昌彦（日本）、高井美香（日本）

〈 第1回 〉1985年
第1位   該当者なし
第2位   辻 功（日本）、フランソワ＝グザヴィエ・ブーラン（フランス）
第3位   ジャン＝ピエール・アルノー（フランス）
入   賞   植野勝秀（日本）、吉岡りえ（日本）、渡辺克也（日本）

第12回贈賞式  
左より岡 路子（当財団常務理事）、辻本 玲、堤 剛、三ツ橋敬子の各氏、
中鉢良治（当財団理事長）

オリヴィエ・スタンキエーヴィチ 金子亜未 近藤那々子

第11回贈賞式　
左より中鉢良治、小澤征爾、堤 剛、
石坂団十郎、山田和樹の各氏、
岡 路子

第10回贈賞式  
左より岡 路子、高関 健、鈴木秀美、
堤 剛の各氏

モーリス・ブルグ「オーボエ 公開マスタークラス」 イーヴォ・ポゴレリッチ「ピアノ・マスタークラス」 
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〈 これまでの受賞者 〉
   ［チェロ］  ［指揮］
第12回  （2013年度） 辻本 玲 三ツ橋敬子
第11回  （2012年度） 石坂団十郎 山田和樹
第10回  （2011年度） 鈴木秀美 高関 健              
第 9  回  （2010年度） 長谷川陽子 キンボー・イシイ＝エトウ     
第 8  回  （2009年度） 遠藤真理 該当者なし                   
第 7  回  （2008年度） 横坂 源 大友直人                     
第 6  回  （2007年度） 宮田 大 下野竜也                     
第 5  回  （2006年度） 該当者なし 大植英次                        
第 4  回  （2005年度） 工藤すみれ アラン・ギルバート              
第 3  回  （2004年度） 該当者なし 沼尻竜典                        
第 2  回  （2003年度） 古川展生 広上淳一                        
第 1  回  （2002年度） 植木昭雄 大野和士

審査委員：ハンスイェルク・シェレンベルガー［審査委員長］（オーボエ奏者、指揮者）、モーリス・ブルグ

（オーボエ奏者）、ラリー・コムズ（元シカゴ交響楽団首席クラリネット奏者）、古部賢一（新日本フィルハー

モニー交響楽団 首席オーボエ奏者）、ゴードン・ハント（フィルハーモニア管弦楽団 ソロ・オーボエ奏者、
ロンドン室内管弦楽団 ソロ・オーボエ奏者）、小畑善昭（東京藝術大学音楽学部教授）、吉田 将（読売
日本交響楽団 首席ファゴット奏者） ©Chris Fower ©読売日本交響楽団

photo
Koichi KITAYAMA©GerhardWinkler

「 第10回 国際オーボエコンクール・軽井沢 」2012年9月30日（日）-10月8日（月・祝）
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